
まえがき＝’60 年代高度成長期の鋼構造物の更新時期を
控えて，高耐食性の鋼材の開発が急務となっている。橋
梁分野においても，初期建設コストや維持管理コストを
含めたライフサイクルコスト軽減の要請から，無塗装仕
様耐候性鋼材の使用が増加している1）。また，従来の JIS
耐候性鋼板が使用できない海浜・海岸部や凍結防止剤を
散布する高塩化物環境に対しても，無塗装使用可能な耐
候性鋼板が開発されている2）。鋼材の耐食性能は，生成
さびの構造に支配されているといわれているが，まだま
だ不明な点も少なくない。腐食機構の解明は，材料開発





200 の格子縞が観察されている。
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